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農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
報
酬
に
加
算

12月
 議会

　

農
地
利
用
の
最
適
化
へ
積
極
的
な
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
報
酬

に
加
算
す
る
も
の（
最
大
で
月
額
６
千
円
）。

議員
　

委
員
の
活
動
実
績
に
応
じ
て
支

払
う
と
の
こ
と
だ
が
、
実
績
が
な

い
場
合
は
。

課長
　

何
ら
か
の
実
績
が
あ
る
方
に
支

払
う
も
の
で
、月
報
で
確
認
し
た
い
。

※
議
案
ご
と
の
各
議
員
の
賛
否
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

２
戸
以
上
で
上
水
道
を
引
く
場
合
、
配
水

管
工
事
費
の
２
分
の
１
の
個
人
負
担
が
あ
り

ま
し
た
が
、
負
担
金
を
な
く
し
、
普
及
率
の

向
上
を
図
る
も
の
。

議員
　

普
及
率
の
向
上
を
理
由
と
し
て

い
る
が
、
目
標
は
。

課長
　

現
在
72
・
４
％
の
普
及
率
で
、
目

標
と
し
て
は
三
井
水
道
企
業
団
管

内
の
普
及
率
79
・

78
％
ま
で
は
向
上

さ
せ
た
い
。

　

久
留
米
広
域
消
防
組
合
に
大
川
市
を
追

加
し
、
大
刀
洗
町
な
ど
４
市
２
町
で
運
営

し
ま
す
。

議員
　

大
川
市
が
加
わ
る
こ
と
で
、
大

刀
洗
町
の
負
担
金
は
増
え
る
の
か
。

課長
　

31
年
度
は
こ
れ
ま
で
と
同
額
。

32
年
度
以
降
は
、
火
災
・
救
急
の

発
生
件
数
や
人
口
割
、
面
積
割
な

ど
で
新
た
な
負
担
割
合
を
決
め
る
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
や
小
規
模
保
育
事
業
に

つ
い
て
、
町
長
が
認
め
た
場
合
、
園
以
外
か

ら
の
代
替
保
育
や
食
事
の
提
供
を
可
能
と
す

る
も
の
。

農業
委員

上水道

保 育

消 防

報
酬
を
改
正

大
川
市
も
エ
リ
ア
に

普
及
率
向
上
へ

受
益
者
負
担
を
減

設
備
や
運
営
の要

件
を
変
更

コンビニで
証明書交付サービス開始

　

第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
、
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例

改
正
、
町
道
の
認
定
な
ど
の
議
案

を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

　

こ
の
条
例
は
30
年
９
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
の
適
用
と
な
っ
て

お
り
、
法
律
不
遡
及
の
見
地
か

ら
反
対
。

　各種証明書をコン

ビニで交付するサー

ビスを２月に開始す

るため、印鑑条例の

一部を改正しました。

反対討論
（平田利）

　

食
事
の
提
供
体
制
の
緩
和
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
保

育
環
境
の
低
下
を
招
く
お
そ
れ

が
あ
る
。

反対討論
（平山）
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12
月
議
会
は
６
日
か
ら
17

日
ま
で
の
12
日
間
開
催
し
、

条
例
の
一
部
改
正
、補
正
予
算
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
な
ど
14
件
を
審
議
し
、い

ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

近年は災害対応も増加



ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金 

９ 

億
円
に

補正
予算

議員
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
用
備
品

の
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

具
体
的
に
は
。

課長
　

来
年
度
か
ら
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
開
始
す
る
た
め
、
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
役
場
に
設
置
。
無
料
回
収

し
た
物
を
大
木
町
の
民
間
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
に
運
搬
し
、
油
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
予
定
。

議員
　

高
樋
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
い

つ
ま
で
利
用
で
き
る
の
か
。

課長
　

現
在
協
議
中
だ
が
、
早
け
れ
ば

年
度
内
で
使
用
で
き
な
く
な
る
。

　

12
月
議
会
で
は
、
４
会
計
の
補
正
予
算
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
収
入
は
４
億
円
を
増
額
し
、
当
初
見
込
み
の
３
倍
で
す
。

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

会
議
の
結
果

臨時議会
10/18 教育用情報機器などの購入契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

12月
議会

30年度
補正予算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

特別会計 国保、後期高齢、下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

条例など

第５次総合計画基本構想策定、
印鑑・手数料・分担金条例、
町道の認定２路線など（計６件）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

農業委員会委員などへの報酬加算に関する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × - 可決

保育事業等の設備及び運営に関する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × - 可決

人事 人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 適任

※議長は採決に加わりません。私はこう判断（○…賛成、×…反対）

追加額 内　容

ふるさと応援寄附金委託料 ２億800万円 返礼品にかかる費用

基金への積み立て ２億580万円 寄附金増などのため

農業施設などの災害復旧 2164万円 農機・施設の復旧費

公共土木災害復旧 400万円 町道などの復旧費

廃プラスチック回収用
備品購入 32万円 プラスチック製品の

リサイクル化のため

補正予算のおもな追加分

増減額 合計額

一般会計 4億6709万円 77億8638万円

国保会計 938万円 17億7766万円

後期高齢者会計 ▲263万円 1億9108万円

下水道会計 21万円 7億  566万円

12月議会での各会計の補正

人
権
擁
護
委
員

教
育
用
情
報
機
器
な
ど
の
購
入
契
約

　

大
刀
洗
小
・
大
刀
洗
中
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
機
器
更
改
と
、
町
内
の

小
中
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
、
サ
ー
バ
を
整
備
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　

＊
業
者
名　

㈱
ア
ス
テ
ム
（
福
岡
市
）

　
　
　
　
　

＊
契
約
金
額　

３
８
８
８
万
円

　
　
　
　
　

＊
履
行
期
間　

平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で
。

たちあらい 議会だより  第161号
2019年２月発行3

臨時議会 10/18

秋吉　定利 さん（再）
任期は31年７月から３年間。



し尿
処理

三井中央
高校

所在地：久留米市東櫛原町
構　成：久留米市・大川市（消防を除く）
　　　 小郡市・うきは市・大刀洗町
　　　 大木町
課　題：平成31年４月から大川市消防
　　　 を追加。負担金の協議が必要

消防・救急に関する業務が決算額の98%を占め
ます。ほかに小児救急センター運営支援など。

家庭から出るし尿や合併浄化槽の汚泥を
処理。堆肥は無料で配布しています。

所在地：久留米市北野町今山
構　成：久留米市（北野町分）・小郡市・太宰府市
　　　 筑紫野市・大刀洗町・筑前町※新宮町から業務委託

課　題：投入量の減少を補う効率的な運営

女子高等教育の学校として設立され、
5月1日現在の全校生徒は215人。

（定員は440人）

久留米市外三市町
高等学校組合

所在地：久留米市北野町中
構　成：久留米市・朝倉市
　　　 小郡市・大刀洗町
課　題：定員割れが続いており、普

通科・ビジネス科を本年
度から総合学科へ変更。
今後も魅力ある学校づく
りが必須

久留米広域
市町村圏事務組合

両筑衛生施設組合

　行政が行うべき業務のうち、町単独で取り組みに
くい事業は、近隣自治体と協力して実施しています。
　おもに市町村長が組合長を務め、各市町村からの
選出議員で議会を構成しています。各分野の仕事と課
題を追ってみました。（数字は29年度決算）

決算額：1億5371万円
（町の負担：815万円）

火葬場

消防
など

火葬・斎場に関する業務で、６基の火葬炉
を保有。小郡市に業務委託しています。

所 在 地：小郡市大保
構　　成：小郡市・大刀洗町
火葬件数：783件（うち大刀洗町164件）
課　　題：平成５年開場のため老朽化が進む。
　　　　 計画的な改修が必要

河北苑

決算額：3931万円
（町の負担：418万円）

上水道
上水道の給配水業務。
各家庭に水道水を供給しています。

所 在 地：小郡市松崎
構　　成：久留米市（北野町分）・小郡市・大刀洗町
課　　題：加入率の向上
　　　　 （大刀洗町72.4％、全体79.8％）

三井水道企業団

決算額：3億4436万円
（町の負担：105万円）

決算額：14億2615万円
（町の負担：664万円）

決算額：46億3590万円
（町の負担：1億6960万円）

ごみ
処理

可燃ごみの焼却や資源ごみのリサイクルなど。

所在地：筑前町栗田
構　成：朝倉市・東峰村・筑前町・

久 留 米 市（北 野 町 分）・
大刀洗町

課　題：豪雨による災害ごみ受け
入れのため、点検業務を
次年度へ繰り越し。処理
能力が限界に近く、ごみ
減量が急務

甘木・朝倉・三井
環境施設組合

決算額：22億3688万円
（町の負担：1億7918万円）

ほか

広 域 行 政
紹介します

モ ニ タ ー議会

大刀洗町議会では、８名の住民に議会モ
ニターを委嘱し、３か月に１度、定例会終
了後に議会との意見交換をおこなっていま
す。今回も、議会や委員会の傍聴を通じて
の多様なご意見をいただきました。

モニターの皆さんの声を全議員で共有し、
よりよい議会運営に努めます。

懇談
議会の
ご意見番

の

みなさんと

　質問をするからには「分かりまし
た」と簡単に了解せず、傍聴の町民に
も理解できるような答弁を引き出して
ほしい。

もっと突っ込んだ質問を

　町の新しい総合計画を策定するとの
ことだが、現状の達成率など白書はで
きているのか。議会としても現状を踏
まえて計画を精査すべきでは。

町の総合計画は

　住民協議会で鉄道について議論して
いるが、住民の率直な考えよりも行政
が目指したい方向に誘導されているよ
うな気がする。議会ももっと住民の声
を聴いてほしい。

住民協議会のテーマ選びは

　施行日をさかのぼって制定する条例
が2件あったが、法には適合しているの
か。同様の議案が6月議会では議論に
なっていたが。

条例案の取り扱いは

こんな声も
いただきました

傍
聴
席
か
ら

町の重要案件の質問がなく残念
（例：人口減少や海外売り込みなど）

一般質問の際は、できる範囲で参考
資料を配布してほしい。

本会議の開始時刻（9時）をもう少
し遅くできないか。送迎や家事もあ
り傍聴しにくい。

なるほどと思う質問もある。議会の
情報を知人や住民に知らせたい。
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し尿
処理

三井中央
高校
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　　　 小郡市・うきは市・大刀洗町
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消防・救急に関する業務が決算額の98%を占め
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課　題：投入量の減少を補う効率的な運営

女子高等教育の学校として設立され、
5月1日現在の全校生徒は215人。
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課　題：定員割れが続いており、普

通科・ビジネス科を本年
度から総合学科へ変更。
今後も魅力ある学校づく
りが必須

久留米広域
市町村圏事務組合

両筑衛生施設組合

　行政が行うべき業務のうち、町単独で取り組みに
くい事業は、近隣自治体と協力して実施しています。
　おもに市町村長が組合長を務め、各市町村からの
選出議員で議会を構成しています。各分野の仕事と課
題を追ってみました。（数字は29年度決算）

決算額：1億5371万円
（町の負担：815万円）

火葬場

消防
など

火葬・斎場に関する業務で、６基の火葬炉
を保有。小郡市に業務委託しています。

所 在 地：小郡市大保
構　　成：小郡市・大刀洗町
火葬件数：783件（うち大刀洗町164件）
課　　題：平成５年開場のため老朽化が進む。
　　　　 計画的な改修が必要

河北苑

決算額：3931万円
（町の負担：418万円）

上水道
上水道の給配水業務。
各家庭に水道水を供給しています。

所 在 地：小郡市松崎
構　　成：久留米市（北野町分）・小郡市・大刀洗町
課　　題：加入率の向上
　　　　 （大刀洗町72.4％、全体79.8％）

三井水道企業団
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決算額：14億2615万円
（町の負担：664万円）

決算額：46億3590万円
（町の負担：1億6960万円）

ごみ
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可燃ごみの焼却や資源ごみのリサイクルなど。

所在地：筑前町栗田
構　成：朝倉市・東峰村・筑前町・

久 留 米 市（北 野 町 分）・
大刀洗町

課　題：豪雨による災害ごみ受け
入れのため、点検業務を
次年度へ繰り越し。処理
能力が限界に近く、ごみ
減量が急務

甘木・朝倉・三井
環境施設組合

決算額：22億3688万円
（町の負担：1億7918万円）

ほか

広 域 行 政
紹介します

モ ニ タ ー議会

大刀洗町議会では、８名の住民に議会モ
ニターを委嘱し、３か月に１度、定例会終
了後に議会との意見交換をおこなっていま
す。今回も、議会や委員会の傍聴を通じて
の多様なご意見をいただきました。

モニターの皆さんの声を全議員で共有し、
よりよい議会運営に努めます。

懇談
議会の
ご意見番

の

みなさんと

　質問をするからには「分かりまし
た」と簡単に了解せず、傍聴の町民に
も理解できるような答弁を引き出して
ほしい。

もっと突っ込んだ質問を

　町の新しい総合計画を策定するとの
ことだが、現状の達成率など白書はで
きているのか。議会としても現状を踏
まえて計画を精査すべきでは。

町の総合計画は

　住民協議会で鉄道について議論して
いるが、住民の率直な考えよりも行政
が目指したい方向に誘導されているよ
うな気がする。議会ももっと住民の声
を聴いてほしい。

住民協議会のテーマ選びは

　施行日をさかのぼって制定する条例
が2件あったが、法には適合しているの
か。同様の議案が6月議会では議論に
なっていたが。

条例案の取り扱いは

こんな声も
いただきました

傍
聴
席
か
ら

町の重要案件の質問がなく残念
（例：人口減少や海外売り込みなど）

一般質問の際は、できる範囲で参考
資料を配布してほしい。

本会議の開始時刻（9時）をもう少
し遅くできないか。送迎や家事もあ
り傍聴しにくい。

なるほどと思う質問もある。議会の
情報を知人や住民に知らせたい。

たちあらい 議会だより  第161号
2019年２月発行5
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議員
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

ト
イ
レ
と
倉
庫
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
河
川
敷
内

に
設
置
で
き
る
の
か
。
土
地
を

国
交
省
に
返
し
た
ら
ど
う
か
。

課長
　

現
在
、
河
川
敷
内
に

ト
イ
レ
と
倉
庫
ら
し
き

も
の
が
あ
る
が
、
町
の
管
理
で

は
な
い
。
水
害
後
に
一
つ
の
団

体
が
自
前
で
設
置
し
て
使
用
し

課長
　

河
川
敷
の
占
用
願
い

を
出
し
、
10
年
間
借
り

受
け
て
い
る
。
今
後
、
国
交
省

片
ノ
瀬
出
張
所
、
団
体
、
町
の

三
者
で
協
議
を
行
い
、
方
向
性

を
決
め
て
い
き
た
い
。

24年度以降は閉鎖
している

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。発言の全文

は、議会ホームページのほか、議会事務局、

各校区センターでもご覧いただけます。

一 般 質 問

松熊 武比古  議員

町政を問う！

町民グラウンドの利用
は適正か

議員
　

水
防
訓
練
の
時
に
、

区
長
が
片
ノ
瀬
橋
下
流

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
て
は
い

け
な
い
と
、
あ
る
団
体
か
ら
叱

責
さ
れ
た
。
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
の
に
、
な
ぜ
入
れ
な
い
の
か
。

貸
し
出
し
の
規
約
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

課長
　

町
民
の
健
全
な
体
力

の
向
上
を
図
り
、
公

共
の
福
祉
に
資
す
る
た
め
「
大

刀
洗
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
条

例
」
な
ど
を
設
け
、
片
ノ
瀬
橋

下
流
岸
を
町
民
の
利
用
に
供
し

て
き
た
。

　

平
成
24
年
度
の
九
州
北
部
豪

雨
以
降
は
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
た
た

め
閉
鎖
し
て
い
る
。

て
い
る
。
堤
防
敷
な
の
で
国
交

省
片
ノ
瀬
出
張
所
が
撤
去
を
指

導
し
て
い
る
。

町長
　

た
び
た
び
注
意
を
し

て
い
る
が
聞
か
な
い
の

で
、
国
交
省
に
も
頼
ん
で
い
る
。

今
後
、
考
え
直
し
て
対
応
し
て

い
く
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
水
防
訓

練
で
毎
年
使
う
の
で
、
返
す
の

は
都
合
が
悪
い
。

議員
　

水
防
訓
練
で
十
分

活
用
さ
れ
て
い
る
の

で
、
上
の
部
分
に
つ
い
て
は
大

刀
洗
町
の
管
理
と
し
、
下
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
国
交
省
に
返
し
た

ほ
う
が
大
刀
洗
町
の
責
任
は
な

く
な
る
の
で
は
。
早
く
移
行
し

た
方
が
い
い
と
思
う
が
。
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議員
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

ト
イ
レ
と
倉
庫
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
河
川
敷
内

に
設
置
で
き
る
の
か
。
土
地
を

国
交
省
に
返
し
た
ら
ど
う
か
。

課長
　

現
在
、
河
川
敷
内
に

ト
イ
レ
と
倉
庫
ら
し
き

も
の
が
あ
る
が
、
町
の
管
理
で

は
な
い
。
水
害
後
に
一
つ
の
団

体
が
自
前
で
設
置
し
て
使
用
し

課長
　

河
川
敷
の
占
用
願
い

を
出
し
、
10
年
間
借
り

受
け
て
い
る
。
今
後
、
国
交
省

片
ノ
瀬
出
張
所
、
団
体
、
町
の

三
者
で
協
議
を
行
い
、
方
向
性

を
決
め
て
い
き
た
い
。

議員
　

大
刀
洗
交
番
が
役
場

前
に
移
転
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
い
つ
ご
ろ
に
な
る

の
か
。
移
転
後
の
跡
地
は
な
に

か
検
討
し
て
い
る
か
。

課長
　

小
郡
署
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
31
年
３
月
末
で

移
転
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
現
在

24年度以降は閉鎖
している

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

多
く
の
住
民
が
送

迎
車
待
機
所
の
整
備

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

電
車
の
乗
客
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

課長

の
大
刀
洗
交
番
は
３
月
下
旬
ま

で
交
番
業
務
を
行
い
、
そ
の
後
は

原
状
復
帰
の
た
め
建
物
な
ど
を

取
り
壊
す
。
跡
地
は
、
当
面
は

小
学
校
や
消
防
団
、
区
の
ご
み

出
し
な
ど
の
駐
車
場
用
地
と
し

て
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

議員
　

校
区
に
よ
っ
て
は
い

ま
以
上
に
交
番
か
ら
遠

く
な
る
が
、
事
件
・
事
故
対
応

は
大
丈
夫
か
。

課長
　

町
内
全
体
か
ら
見
れ

ば
、
遠
く
な
る
地
域
も

近
く
な
る
地
域
も
あ
る
。
交
番

の
人
員
体
制
や
車
両
な
ど
の
変

更
は
な
い
。
小
郡
署
か
ら
の
応
援

な
ど
も
あ
る
の
で
、
事
故
・
事
件

の
対
応
は
従
来
ど
お
り
と
考
え

て
い
る
。

議員
　

西
鉄
本
郷
駅
送
迎
自

動
車
待
機
所
の
整
備

は
、
30
年
度
予
算
の
注
目
事
業

だ
が
、
今
日
ま
で
工
事
は
ま
っ

た
く
進
ん
で
い
な
い
。
何
か
障

害
で
も
発
生
し
た
の
か
。

課長
　

本
年
度
に
土
地
を
購

入
し
、
来
年
度
以
降
に

整
備
工
事
に
着
工
す
る
計
画
で

あ
る
。
現
時
点
で
は
用
地
交
渉

は
ほ
ぼ
終
了
し
、
年
度
内
に
不

動
産
鑑
定
・
測
量
・
用
地
購
入

と
計
画
ど
お
り
完
了
す
る
予
定
。

議員
　

１
日
も
早
く
送
迎
車

待
機
所
を
完
成
さ
せ
て

森田　勝典  議員

ほ
し
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

町
は
ル
ー
ル
に

の
っ
と
っ
て
強
く
言

え
ば
心
配
し
な
く
て

も
い
い
の
に
。

３月末予定と
聞いている

課長

現在の大刀洗交番（本郷）

町民グラウンドの利用
は適正か

大刀洗交番の移転は

議員
　

水
防
訓
練
の
時
に
、

区
長
が
片
ノ
瀬
橋
下
流

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
て
は
い

け
な
い
と
、
あ
る
団
体
か
ら
叱

責
さ
れ
た
。
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
の
に
、
な
ぜ
入
れ
な
い
の
か
。

貸
し
出
し
の
規
約
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

課長
　

町
民
の
健
全
な
体
力

の
向
上
を
図
り
、
公

共
の
福
祉
に
資
す
る
た
め
「
大

刀
洗
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
条

例
」
な
ど
を
設
け
、
片
ノ
瀬
橋

下
流
岸
を
町
民
の
利
用
に
供
し

て
き
た
。

　

平
成
24
年
度
の
九
州
北
部
豪

雨
以
降
は
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
た
た

め
閉
鎖
し
て
い
る
。

て
い
る
。
堤
防
敷
な
の
で
国
交

省
片
ノ
瀬
出
張
所
が
撤
去
を
指

導
し
て
い
る
。

町長
　

た
び
た
び
注
意
を
し

て
い
る
が
聞
か
な
い
の

で
、
国
交
省
に
も
頼
ん
で
い
る
。

今
後
、
考
え
直
し
て
対
応
し
て

い
く
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
水
防
訓

練
で
毎
年
使
う
の
で
、
返
す
の

は
都
合
が
悪
い
。

議員
　

水
防
訓
練
で
十
分

活
用
さ
れ
て
い
る
の

で
、
上
の
部
分
に
つ
い
て
は
大

刀
洗
町
の
管
理
と
し
、
下
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
国
交
省
に
返
し
た

ほ
う
が
大
刀
洗
町
の
責
任
は
な

く
な
る
の
で
は
。
早
く
移
行
し

た
方
が
い
い
と
思
う
が
。

問.

本
郷
駅
送
迎
車
待
機
所
の
整
備
は

年
度
内
に
用
地
購
入
の
予
定

課
長

河川敷内のトイレ・倉庫
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さ
な
ど
使
い
勝
手
に
不
満
が
あ

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ご
み
袋
に
対
す
る
満
足
度
を
確

認
す
る
た
め
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
実
施
を
。

課長
　

も
っ
と
使
い
や
す
い

ご
み
袋
に
な
る
よ
う
利

用
者
の
要
望
を
聞
き
検
討
す
る
。

議員
　

検
診
費
用
を
500
円
程

度
に
し
て
は
ど
う
か
。

課長
　

乳
が
ん
検
診
は
負
担

金
が
高
い
の
で
来
年
度

に
向
け
検
討
す
る
。
ほ
か
の
検

診
は
、
今
後
、
内
部
で
協
議
を

進
め
た
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

苦情も激減し、
一定の効果があった

無料化は財政面の
検討が必要

課長

平田　康雄  議員

議員
　

が
ん
検
診
率
の
推
移

は
ど
う
か
。
検
診
に
要

す
る
費
用
や
町
の
負
担
は
。

課長
　

が
ん
検
診
率
は
10
％

台
で
、
全
体
と
し
て
低

下
傾
向
に
あ
る
。
検
診
に
要
す

る
費
用
は
約
980
万
円
で
、
う
ち

約
800
万
円
を
町
が
負
担
し
、
残

り
の
約
180
万
円
が
個
人
負
担
で

あ
る
。

議員
　

 
個
人
負
担
が
あ
る

か
ら
検
診
率
が
低
い
の

で
は
。
無
料
に
で
き
な
い
か
。

課長
　

胃
が
ん
や
肺
が
ん
な

ど
、
負
担
金
の
な
い
が

ん
の
検
診
率
は
高
い
が
、
す
べ

て
無
料
に
す
る
の
は
厳
し
く
、

財
政
面
か
ら
検
討
が
必
要
。

（　　　　 ） 年齢・階級別罹患率（2014年国立がん研究センター資料）

10 20 30 40 50 60 70 80 （年齢）

議員
　

懇
談
会
で
出
さ
れ
た

意
見
や
要
望
に
対
し
、

い
か
に
対
応
す
る
考
え
か
。
緊

急
な
案
件
は
ど
う
す
る
の
か
。

町長
　

菅
野
橋
、
農
地
復
旧

な
ど
の
災
害
対
策
や
買

い
物
支
援
な
ど
を
含
め
、
出
さ

れ
た
意
見
や
要
望
は
今
後
の
町

政
に
生
か
し
た
い
。

課長
　

緊
急
な
案
件
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
長
が
現

地
で
協
議
し
早
急
に
実
施
す
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
国
・
県
に

要
望
す
る
な
ど
、
地
元
区
長
と

協
議
し
て
進
め
た
い
。

議員
　

教
育
に
関
す
る
要
望

や
意
見
へ
の
対
応
は
。

課長
　

来
年
度
、
小
中
学
校

へ
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
で

き
る
よ
う
準
備
し
た
い
。
そ
の

他
、
で
き
る
こ
と
は
進
め
た
い
。

た
い
。

議員
　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
が

住
民
に
理
解
浸
透
す
る

ま
で
定
期
的
に
周
知
努
力
を
お

願
い
す
る
。

がん検診を無料に
できないか

　　 燃えるごみ用袋の
　　 改良後は

がんになる確率は50代から急激に増加する

　

が
ん
検
診
を
無
料
に

し
て
も
町
が
追
加
負
担

す
る
の
は
わ
ず
か

180 
万

円
程
度
で
す
よ
。

　

町
長
、
決
断
し
ま　

　

し
ょ
う
。

議員
　

以
前
、
破
れ
に
く
い

ご
み
袋
に
改
善
し
て
く

だ
さ
い
と
質
問
し
た
際
に
、
今

後
改
良
し
て
い
く
旨
の
回
答
だ

っ
た
。現
在
、燃
え
る
ご
み
袋
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
改
良

が
行
わ
れ
た
の
か
。

課長
　

高
橋
議
員
か
ら
の
質

問
で
の
指
摘
も
受
け
、

昨
年
度
か
ら
ご
み
袋
の
厚
み

規
格
を
０
．０
３
ミ
リ
か
ら
０
．

０
４
ミ
リ
に
変
更
し
た
。
そ
の

結
果
、
破
れ
や
す
い
と
い
う
苦

情
も
激
減
し
て
お
り
、
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

議員
　

現
在
出
回
っ
て
い
る

ご
み
袋
は
、
確
か
に
以

前
よ
り
も
破
れ
に
く
く
な
っ
た

が
、
強
度
だ
け
で
は
な
く
大
き

議員
　

今
年
の
４
月
か
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご

み
分
別
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ

た
。
改
正
後
の
ご
み
集
積
所
を

見
る
と
、
回
収
不
可
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
ら
れ
た
ご
み
が
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
行
政

区
の
役
員
さ
ん
や
周
辺
住
民
か

ら
も
苦
情
が
出
て
い
る
。
今
ま

で
に
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
周
知
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き

た
の
か
。

課長
　

広
報
紙
に
変
更
内
容

を
毎
月
掲
載
す
る
な
ど

周
知
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は

外
国
語
な
ど
の
対
応
も
検
討
し

問.

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
啓
発
活
動
を

事
例
調
査
し
最
善
の
方
法
を
検
討
す
る

課
長

問.

町
政
懇
談
会
で
の
意
見
や
要
望
は

今
後
の
町
政
に
生
か
し
た
い

町
長
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議員
　

川
が
汚
い
た
め
に
、

普
通
は
川
の
中
に
生
息

し
て
い
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
川
面
よ

り
上
に
生
息
し
て
い
た
。

　

12
月
４
日
の
午
前
中
、
雨
が

強
烈
に
降
っ
た
際
に
、「
黒
い
汚

水
が
流
さ
れ
て
い
る
、
本
来
産

廃
で
出
す
べ
き
汚
泥
で
は
な
い

か
。
夜
も
流
し
て
い
る
」と
住
民

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

も
っ
と
厳
し
い
指
導
を
お
願

い
し
た
い
。

町長
　

根
気
強
く
指
導
し
て

い
き
た
い
。

議員
　

こ
の
企
業
の
製
品

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
と
な
る

製
品
と
い
う
こ
と
は
、
大
刀
洗

と
判
明
し
た
。
８
月
に
事
業
所

が
処
理
装
置
の
能
力
向
上
工
事

を
実
施
し
、
工
事
後
は
水
質
・

悪
臭
と
も
当
初
に
比
べ
る
と
改

善
し
、
苦
情
も
少
な
く
な
っ
た
。

今
後
も
県
と
協
力
し
て
指
導
し

た
い
。

さ
な
ど
使
い
勝
手
に
不
満
が
あ

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ご
み
袋
に
対
す
る
満
足
度
を
確

認
す
る
た
め
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
実
施
を
。

課長
　

も
っ
と
使
い
や
す
い

ご
み
袋
に
な
る
よ
う
利

用
者
の
要
望
を
聞
き
検
討
す
る
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

課長

高橋　直也  議員

　　 燃えるごみ用袋の
　　 改良後は

リニューアルされたごみ袋8月の赤茶けた色（左）と12月の黒い排水

　

一
般
廃
棄
物
の
処

理
は
自
治
体
で
行
う

責
務
の
一
つ
と
し
て
、

法
律
で
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
住
民
目

線
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

の
実
施
を
！

議員
　

本
郷
に
所
在
す
る
企

業
か
ら
出
さ
れ
る
排
水

が
赤
茶
け
て
お
り
、
魚
の
洗
い

汁
の
よ
う
な
真
っ
赤
な
排
水
だ

っ
た
。
強
烈
な
生
臭
い
に
お
い

が
あ
り
、
近
隣
住
民
か
ら
苦
情

が
出
た
。
そ
の
会
社
に
対
す
る

行
政
指
導
に
つ
い
て
説
明
を
。

課長
　

30
年
２
月
ご
ろ
に
近

隣
住
民
か
ら
排
水
の
苦

情
が
入
り
、
現
地
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
悪
臭
と
水
路
の
茶
色
の

汚
れ
を
確
認
し
、
事
業
所
に
改

善
を
指
導
し
た
。
５
月
ご
ろ
か

ら
複
数
の
住
民
か
ら
苦
情
が
入

る
よ
う
に
な
り
、
事
業
所
に
水

質
改
善
を
指
導
し
た
。
５
月
末

に
は
事
業
所
敷
地
内
の
汚
水
処

理
装
置
の
処
理
能
力
不
足
と
維

持
管
理
状
態
が
悪
い
の
が
原
因

　

近
隣
住
民
は
大
刀
洗

町
の
自
然
を
愛
し
て
、

住
み
着
い
て
い
る
。
平

穏
な
生
活
を
送
り
た
い

　

の
だ
が
。

平田　利治  議員

町
の
代
表
格
で
あ
る
。
見
直
し

を
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
。

町長
　

そ
れ
も
含
め
て
業
者

に
注
意
し
た
い
。

根気強く指導する町長

ある企業の排水問題の
改善は

議員
　

以
前
、
破
れ
に
く
い

ご
み
袋
に
改
善
し
て
く

だ
さ
い
と
質
問
し
た
際
に
、
今

後
改
良
し
て
い
く
旨
の
回
答
だ

っ
た
。現
在
、燃
え
る
ご
み
袋
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
改
良

が
行
わ
れ
た
の
か
。

課長
　

高
橋
議
員
か
ら
の
質

問
で
の
指
摘
も
受
け
、

昨
年
度
か
ら
ご
み
袋
の
厚
み

規
格
を
０
．０
３
ミ
リ
か
ら
０
．

０
４
ミ
リ
に
変
更
し
た
。
そ
の

結
果
、
破
れ
や
す
い
と
い
う
苦

情
も
激
減
し
て
お
り
、
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

議員
　

現
在
出
回
っ
て
い
る

ご
み
袋
は
、
確
か
に
以

前
よ
り
も
破
れ
に
く
く
な
っ
た

が
、
強
度
だ
け
で
は
な
く
大
き

議員
　

今
年
の
４
月
か
ら
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご

み
分
別
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ

た
。
改
正
後
の
ご
み
集
積
所
を

見
る
と
、
回
収
不
可
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
ら
れ
た
ご
み
が
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
行
政

区
の
役
員
さ
ん
や
周
辺
住
民
か

ら
も
苦
情
が
出
て
い
る
。
今
ま

で
に
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
周
知
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き

た
の
か
。

課長
　

広
報
紙
に
変
更
内
容

を
毎
月
掲
載
す
る
な
ど

周
知
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は

外
国
語
な
ど
の
対
応
も
検
討
し
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行政区要望を
基本に進める

町長

安丸眞一郎  議員

議員
　

集
落
内
に
は
、
消
防

車
な
ど
緊
急
を
要
す

る
車
が
通
れ
な
い
よ
う
な
狭
あ

い
道
路
と
言
わ
れ
る
狭
い
道
路

が
非
常
に
多
い
。
災
害
に
備
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
計

画
的
な
改
修
を
す
べ
き
で
は
。

町長
　

家
屋
密
集
地
で
は

物
件
の
移
転
補
償
費

が
高
額
と
な
る
た
め
、
拡
幅
が

進
ん
で
い
な
い
。
行
政
区
か
ら

の
要
望
を
基
本
に
、
地
元
や
地

権
者
の
協
力
が
あ
る
場
合
を
優

先
し
進
め
た
い
。

議員
　

現
状
を
把
握
し
計

画
的
に
取
り
組
み
、
一

本
で
も
狭
あ
い
道
路
が
解
消
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

課長
　

緊
急
車
両
が
入
れ

な
い
よ
う
な
道
路
が

ど
れ
だ
け
あ
る
か
把
握
で
き
て

い
な
い
。
地
元
か
ら
要
望
が
あ

っ
て
も
地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
と
進
め
ら
れ
な
い
。

議員
　

中
央
公
民
館
は
、
災

害
発
生
時
に
は
避
難

所
と
な
る
。
築
41
年
が
経
過
し
、

内
部
の
構
造
物
も
劣
化
し
て
お

り
早
急
な
改
修
が
必
要
で
は
。

教育長
　

老
朽
化
に
加
え
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対

応
し
て
い
な
い
こ
と
や
高
齢

者
・
障
が
い
を
持
つ
方
に
対
応

し
た
設
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
、

非
常
に
使
い
勝
手
が
悪
い
。
避

難
所
と
し
て
の
十
分
な
機
能
が

果
た
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
状
況
。
今
後
、
町
当
局
と

の
協
議
も
進
め
て
い
く
。

狭あい道路の
計画的拡幅を

火事だ！ 消防車通れません？！とならないように

議
員
の

つ
ぶ
や

き

制度維持のため理解を
お願いしたい

せ
め
て
協
会
け
ん
ぽ
な
み
の
負

担
に
下
げ
ら
れ
る
よ
う
国
に
適

正
な
負
担
を
求
め
、
町
独
自
の

財
政
支
援
を
。

課長
　

国
保
会
計
が
赤
字

に
な
る
場
合
は
、
町

の
予
算
か
ら
繰
り
入
れ
る
よ

う
求
め
た
い
。

バ
ン
ク
な
ど
の
対
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
定
住
促
進
と
も
併

せ
た
政
策
の
検
討
を
。
政
府
へ

も
待
遇
改
善
を
強
く
要
望
し
て

ほ
し
い
。

国保税の今後は

　

軽
ト
ラ
も
や
っ
と

の
よ
う
な
道
路
は
、

区
か
ら
の
要
望
＝
受

け
身
で
な
く
、
計
画

的
拡
幅
で
災
害
に
備

え
る
ま
ち
づ
く
り
を

　

す
べ
き
で
は
。

議員
　

国
保
は
加
入
者
の

所
得
に
対
す
る
税
率

が
高
く
、
協
会
け
ん
ぽ
の
２
倍

の
額
に
な
る
。
税
率
や
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

町長
　

 

加
入
者
の
構
造
的

問
題
も
あ
り
、
国
保

税
が
重
い
と
感
じ
る
人
が
多
い

の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
制
度

維
持
の
た
め
理
解
を
お
願
い
し

た
い
。

議員
　

加
入
世
帯
の
25
％

が
所
得
な
し
で
、
全

体
の
９
割
が
所
得
300
万
未
満
。

全
国
的
な
デ
ー
タ
で
は
、
加
入

者
の
４
割
が
無
職
で
３
割
が
非

正
規
な
ど
の
労
働
者
。
こ
れ
に

対
し
て
、
年
収
400
万
の
４
人
世

帯
で
税
額
は
40
万
に
も
な
る
。

議員
　

待
機
児
童
の
現
状

と
対
策
、
保
育
士
確
保

の
具
体
策
は
。

教育長
　

待
機
児
童
は
10
月

時
点
で
39
名
。
来
年

か
ら
の
定
員
増
の
た
め
本
郷
保

育
園
の
増
築
、
町
内
企
業
に
よ

る
企
業
主
導
型
保
育
園
の
開
所

を
予
定
し
て
い
る
。
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
人
件
費
加
算
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
は
奨
学
金

補
助
も
検
討
し
た
い
。

議員
　

ほ
か
の
自
治
体
で

は
保
育
士
へ
の
家
賃
補

助
や
、
経
験
者
の
保
育
士
人
材

問.

中
央
公
民
館
の
早
期
改
修
を

町
当
局
と
の
協
議
も
進
め
て
い
く

教
育
長

問.

待
機
児
童
解
消
と
保
育
士
確
保
の
方
策
は

保
育
園
の
増
築
や
処
遇
改
善
な
ど

＊
こ
の
ほ
か
に
、第
４
次
総
合
計

画
の
進
捗
と
第
５
次
総
合
計

画
策
定
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

教
育
長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

町長

平山　賢治  議員

せ
め
て
協
会
け
ん
ぽ
な
み
の
負

担
に
下
げ
ら
れ
る
よ
う
国
に
適

正
な
負
担
を
求
め
、
町
独
自
の

財
政
支
援
を
。

課長
　

国
保
会
計
が
赤
字

に
な
る
場
合
は
、
町

の
予
算
か
ら
繰
り
入
れ
る
よ

う
求
め
た
い
。

　

国
保
制
度
、
待
機
児

童
、保
育
士
確
保
な
ど
、

本
来
は
国
が
財
政
や
待

遇
に
責
任
を
持
つ
べ
き

も
の
。
地
方
か
ら
も
強

　

く
要
求
を
。

議員
　

国
保
は
加
入
者
の

所
得
に
対
す
る
税
率

が
高
く
、
協
会
け
ん
ぽ
の
２
倍

の
額
に
な
る
。
税
率
や
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

町長
　

 

加
入
者
の
構
造
的

問
題
も
あ
り
、
国
保

税
が
重
い
と
感
じ
る
人
が
多
い

の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
制
度

維
持
の
た
め
理
解
を
お
願
い
し

た
い
。

議員
　

加
入
世
帯
の
25
％

が
所
得
な
し
で
、
全

体
の
９
割
が
所
得
300
万
未
満
。

全
国
的
な
デ
ー
タ
で
は
、
加
入

者
の
４
割
が
無
職
で
３
割
が
非

正
規
な
ど
の
労
働
者
。
こ
れ
に

対
し
て
、
年
収
400
万
の
４
人
世

帯
で
税
額
は
40
万
に
も
な
る
。

議員
　

待
機
児
童
の
現
状

と
対
策
、
保
育
士
確
保

の
具
体
策
は
。

教育長
　

待
機
児
童
は
10
月

時
点
で
39
名
。
来
年

か
ら
の
定
員
増
の
た
め
本
郷
保

育
園
の
増
築
、
町
内
企
業
に
よ

る
企
業
主
導
型
保
育
園
の
開
所

を
予
定
し
て
い
る
。
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
人
件
費
加
算
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
は
奨
学
金

補
助
も
検
討
し
た
い
。

議員
　

ほ
か
の
自
治
体
で

は
保
育
士
へ
の
家
賃
補

助
や
、
経
験
者
の
保
育
士
人
材

追跡
リポート

　農
業
用
施
設
や
機
械
の
豪
雨
被
害
に
対
し

て
、
町
単
独
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　
農
業
機
械
の
買
い
替
え
・
修
繕
に
は
５
割
（
国

か
ら
４
割
、
県
か
ら
１
割
）
の
補
助
が
あ
る
が
、

町
か
ら
も
１
割
を
上
乗
せ
補
助
す
る
予
定
。

　
浸
水
防
止
壁
の
設
置
に
も
同
様
に
１
割
の
補

助
を
上
乗
せ
す
る
予
定
。

答
対
応
中

　一般質問で、町長などが「検討する」と回答した内容
について、その後の対応状況を３か月以内に報告して
もらうことができます。
　質問に対する町の回答を報告します。

豪
雨
災
害
へ
の

農
業
被
害
の
補
助
は

　（黒
木
德
勝
議
員
、
平
成
30
年
９
月
議
会
）

手 話
日程

声

通訳あります
議会の を
お知らせしています

の議会だより
お届けします

本会議に手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読をCDに
収録して自宅にお届けします。

議会事務局 ℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ

お問い合わせ

社会福祉協議会 ℡77-4877

回
覧
チ
ラ
シ
で

イ
ン
タ
ー

　ネ
ッ
ト
で
お気軽に傍聴にお越しください。

今後の負担増が予想される



　東京のNHKホールにおいて、全
国から1800名の町村議会議長、

関係者が出席しました。 大会では、31年度の
政府予算編成方針に対して、要望34件を採
択しました。
　特に、緊急の対策が必要な項目として、「東
日本大震災・熊本地震・豪雨災害からの復
旧・復興と大規模災害対策の確立」や「地方
創生のさらなる推進」「議会の権限強化と議
員のなり手確保」など5件を全会一致で特別
決議しました。

地方創生の実現めざして

　政務活動費の必要性の検討、改革
推進のための議会事務局体制の充実

ココを
生かす

・審議状況を明確に伝えられるよう、
予算・決算特集記事の充実

・住民のみなさんとの双方向型の意
見交換

ココを
生かす

全国議長大会 政務活動費や報酬のありかたは

　都城市議会では、平成25年に議会基本
条例を制定し、特別委員会も設置して議会
改革の進捗を検証しています。また、市民
団体との懇談や、議会としての災害対応マ
ニュアル策定など、開かれた議会づくりが
進められていました。
　政務活動費は年36万円を上限に支給し
ています。不適切な使用が各地で問題にな
るなか、都城市では、条例、規則、手引き
に基づいて厳格な適用に努め、透明性を高
めるため領収書をすべてホームページで公
開しています。

　政務活動費はありませんが、議員から申
請があれば、議会の承認を経て研修旅費を
支給する自主調査制度を作っています（年
間12万円を上限）。
　また、議会傍聴や報告会の案内は、町内
の防災無線や戸別受信機を利用して呼びか
けているとのことでした。
　このほか、議員のなり手不足の問題や、
議員報酬のありかた、議会報告会、議員全
員による町内巡回など、東串良、大刀洗双
方の取り組みを活発に意見交換しました。

議会改革特別委員会

都城市議会11
26 東串良町議会11

27

議会広報研修会11
14

今後の活動計画を協議しました10
18

住民とのツーウェイ型の紙面づくりを

　県町村議長会主催の広報研修会が開か
れ、県内の市町村議会から約200名が参加
しました。
　講師から、レイアウトの基本や表現のポ
イントについての講義を受け、午後からは
県内11紙の議会だよりが紙面の添削を受
けました。
　たちあらい議会だよりは、レイアウトや
企画は一定の評価を受けるいっぽう、住
民・団体からの意見に対して議会からの回
答を行うことや、予算審議への切り口を明
確にすること、ホームページへのリンクの
充実などの課題を指摘されました。

議会広報委員会

総務文教厚生委員会

受け入れています

　議会改革や広報活動について、
全国の議会からの視察を受け入れ、
活発に意見交換しています。

視察を

視察

宮崎県国富町 議会運営

鹿児島県曽於市 議会広報

福岡県みやま市 議会広報

熊本県南関町 議会広報

11～
2月 30年度

・学童保育所の状況、担当者との意見交換
・コミュニティバス（大刀洗校区）の状況、意見交換
31年度
・子育て支援・福祉に関する先進地調査
・先進地調査結果の行政への反映

来年度の活動計画を協議しました11
6

建設経済委員会

・6次産業の取り組み、野菜の流通（北野町の
やましお漬け、大同青果市場など）

・災害対応の検証…ここ2年の豪雨災害による
復旧状況と町の災害対策

　常任委員長・副委員長などの研修会（10月26
日）、大木町、広川町との三町議会合同研修会
（11月7日）、福岡県町村議員研修会（1月17日）
など、議員活動の質を高めるため研修を積極的に受
講しています。

曽於市議会のみなさんと

三町議会合同研修では、大刀洗町議会の改革経過と
広報活性化の取り組みを発表しました。

11
21

こ の ほ か に も
4月号の紙面を添削してもらいました

都城市議会（左）、
東串良町議会で
先進事例を調査

安倍総理や総務大臣、衆参議長など
多数の来賓が出席

そ お
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　東京のNHKホールにおいて、全
国から1800名の町村議会議長、

関係者が出席しました。 大会では、31年度の
政府予算編成方針に対して、要望34件を採
択しました。
　特に、緊急の対策が必要な項目として、「東
日本大震災・熊本地震・豪雨災害からの復
旧・復興と大規模災害対策の確立」や「地方
創生のさらなる推進」「議会の権限強化と議
員のなり手確保」など5件を全会一致で特別
決議しました。

地方創生の実現めざして

　政務活動費の必要性の検討、改革
推進のための議会事務局体制の充実

ココを
生かす

・審議状況を明確に伝えられるよう、
予算・決算特集記事の充実

・住民のみなさんとの双方向型の意
見交換

ココを
生かす

全国議長大会 政務活動費や報酬のありかたは

　都城市議会では、平成25年に議会基本
条例を制定し、特別委員会も設置して議会
改革の進捗を検証しています。また、市民
団体との懇談や、議会としての災害対応マ
ニュアル策定など、開かれた議会づくりが
進められていました。
　政務活動費は年36万円を上限に支給し
ています。不適切な使用が各地で問題にな
るなか、都城市では、条例、規則、手引き
に基づいて厳格な適用に努め、透明性を高
めるため領収書をすべてホームページで公
開しています。

　政務活動費はありませんが、議員から申
請があれば、議会の承認を経て研修旅費を
支給する自主調査制度を作っています（年
間12万円を上限）。
　また、議会傍聴や報告会の案内は、町内
の防災無線や戸別受信機を利用して呼びか
けているとのことでした。
　このほか、議員のなり手不足の問題や、
議員報酬のありかた、議会報告会、議員全
員による町内巡回など、東串良、大刀洗双
方の取り組みを活発に意見交換しました。

議会改革特別委員会

都城市議会11
26 東串良町議会11

27

議会広報研修会11
14

今後の活動計画を協議しました10
18

住民とのツーウェイ型の紙面づくりを

　県町村議長会主催の広報研修会が開か
れ、県内の市町村議会から約200名が参加
しました。
　講師から、レイアウトの基本や表現のポ
イントについての講義を受け、午後からは
県内11紙の議会だよりが紙面の添削を受
けました。
　たちあらい議会だよりは、レイアウトや
企画は一定の評価を受けるいっぽう、住
民・団体からの意見に対して議会からの回
答を行うことや、予算審議への切り口を明
確にすること、ホームページへのリンクの
充実などの課題を指摘されました。

議会広報委員会

総務文教厚生委員会

受け入れています

　議会改革や広報活動について、
全国の議会からの視察を受け入れ、
活発に意見交換しています。

視察を

視察

宮崎県国富町 議会運営

鹿児島県曽於市 議会広報

福岡県みやま市 議会広報

熊本県南関町 議会広報

11～
2月 30年度

・学童保育所の状況、担当者との意見交換
・コミュニティバス（大刀洗校区）の状況、意見交換
31年度
・子育て支援・福祉に関する先進地調査
・先進地調査結果の行政への反映

来年度の活動計画を協議しました11
6

建設経済委員会

・6次産業の取り組み、野菜の流通（北野町の
やましお漬け、大同青果市場など）

・災害対応の検証…ここ2年の豪雨災害による
復旧状況と町の災害対策

　常任委員長・副委員長などの研修会（10月26
日）、大木町、広川町との三町議会合同研修会
（11月7日）、福岡県町村議員研修会（1月17日）
など、議員活動の質を高めるため研修を積極的に受
講しています。

曽於市議会のみなさんと

三町議会合同研修では、大刀洗町議会の改革経過と
広報活性化の取り組みを発表しました。

11
21

こ の ほ か に も
4月号の紙面を添削してもらいました

都城市議会（左）、
東串良町議会で
先進事例を調査

安倍総理や総務大臣、衆参議長など
多数の来賓が出席

そ お
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パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

３月4日（月）～22日（金）

３月7日（木）、11日（月）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索
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高
校
で
の
生
活
や
ク
ラ

ブ
活
動
は
い
か
が
で
す
か
。

　
小
中
高
と
野
球
を
続
け

て
き
て
、
高
校
で
初
め
て

親
元
を
離
れ
、
寮
生
活
を
経
験
し

ま
し
た
。

　
寮
は
共
同
生
活
な
の
で
楽
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
、
時
間
や
空
間

を
う
ま
く
配
分
し
な
い
と
い
け
な

い
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
大

会
期
間
中
や
テ
ス
ト
前
は
調
整
が

難
し
か
っ
た
で
す
。

　

18
歳
か
ら
選
挙
で
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し   

た
が
。

　
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
、
少

し
調
べ
て
み
ま
し
た
。選
挙
の
際
は
、

他
の
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
自
分
で
考
え
、
大
事
な
一
票
を

投
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
な
た
が
町
長
だ
っ
た

ら
ど
ん
な
町
に
し
た
い
で

す
か
。

　
こ
れ
ま
で
野
球
を
や
っ

て
き
た
た
め
、
や
は
り
ス

ポ
ー
ツ
面
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
多
い
で
す

が
、
運
動
公
園
の
一
か
所
に
集
中

し
て
お
り
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場
所
の
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保
が
急
務

と
感
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て
い
ま
す
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屋
外
、
屋
内

と
も
ス
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ツ
施
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を
充
実
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

参
加
し
、議
会
だ
よ
り
の
診
断
を
受

け
ま
し
た
。評
価
は
良
か
っ
た
が
、

①
審
議
し
た
情
報
の
総
括
が
必
要
。

②
懇
談
会
で
得
た
情
報
を
い
か
に

生
か
す
の
か
。③
住
民
の
声
に
対
し

議
会
の
考
え
方
を
ま
と
め
る
べ
き
な

ど
、厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、こ
れ
ら
に
留
意
し
つ
つ

編
集
に
努
め
ま
し
た
が
、な
か
な
か

難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。少
し
で
も

改
善
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
努
力

し
ま
す
。　
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ス
ポ
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ツ
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の充

実
を

山
隈
区  

棚
町 

晴
人
さ
ん（
高
３
）

　

ご
意
見
の
よ
う
に
、

町
に
は
運
動
施
設
が
少

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

既
存
施
設
の
有
効
利
用

や
充
実
を
町
に
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

聞き手から

　
消
防
出
初
式
の
馬ば
れ
ん簾
ま
わ
し
で

す
。
寒
い
中
で
も
が
ん
ば
る
！


